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　森林に覆われた湿潤な日本とは対極にある乾

燥地．そこには砂丘の織り成す美しい景観があ

り，厳しい環境を生き抜く動物や植物，そして

独自の知恵を育んできた砂漠の民がいる．われ

われが乾燥地の人や自然から学ぶことは多い．

　いっぽう，最近公表されたミレニアム生態系

評価によると，最も乾燥地に住む人々は一人あ

たりのGDPが最も低く，乳幼児死亡率が最も高

いなど，人間の福利のレベルは他の地域に比べ

て低い．･･････われわれが取り組むべき「21世

紀の乾燥地科学」とは，乾燥地の人や自然に学

びつつ，数多くの困難に直面し支援を必要とし

ている乾燥地の自然と社会に対して，その持続

性の維持・向上に貢献するための科学技術だと

理解しても良いだろう．
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